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概
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田

本

油

田

の

地

質

及

鎮

圧

乱

秋

田

油

田

の

地

質

及

銀

庇

臥

旭
川
油
田
附
金
照
寺
油
田
の
地
質
及
錬
成

位
置
､
摘
草
及
産
額

旭
川
油
田
は
秋
田
市
の
北
端
に
接
せ
る
南
秋
田
郡
旭
川
地
内
に
在
る
も
の
に
し
て
其
の
南
端

は
殆
ざ
秋
田
iB
に
入
っ
て
居
る
｡
旭
川
な
る
河
流
は
軸
出
の
中
央
部
を
賞
流
せ
る
を
以
て
'
本
油
刑
の
主
要
部
は
旭

川
の
洪
商
卒
地
に
在
-
'
唯
..
西
側
の

一
部
が
丘
陵
地
に
及
ん
で
屠
る
､
明
治
四
十

山
年
､
大
字
泉
地
内
の
旭
川
々

床
に
湧
出
せ
る
石
油
を
手
引
E
L
で
開
発
成
功
せ
L
が
本
油
田
の
起
原
で
あ
る
｡
其
の
後
'
差
し
て
大
桑
の
出
油
L･i

-
大
正
十
年
頃
は
殉
..M
磨
滅
に
据
せ
ん
だ
せ
L
も
'
精
細
な
る
地
質
構
造
研
究
の
結
果
､
産
油
を
噌
卸
し
､

一
時
は

日
産
三
宵
唱
以
上
に
達
し
現
在
は
日
産
二
百
唱
を
有
っ
て
屠
る
｡

油
賓
は
ア
ス
フ
ア
ル
ー
好
び
で
フ
フ
ヰ
ン
の
混
食
に
し
て
ボ
ー
メ
は
二
八
庇
程
度
の
-
の
む
主
ビ
L
t
TH

皮
碍



ー

1†

腔
の
よじの
･も
少
盤
か
ー鶴
見
す
る
0

地
質
及
鍍
底

本
油
田
は
約
北
二
〇
度
兼
の
静
内
を
有
す
る

1
保
の
背
斜
構
造
の
頂
部
に
寮
逢
せ
る
も
の
で
あ
.ち

本
油
田
院
域
に
於
て
は
旭
川
は
背
斜
構
造
の
項
部
を
蝕
刺
し
珊
々
焼
き
沖
積
地
､
洪
滴
地
を
造
れ
る
を
以
て
地
層
の

露
出
不
良
に
し
て
研
究
に
低
で
な
い
｡
本
油
問
の
国
威
に
於
て
は
両
翼
の
傾
斜
綾
に
し
て
､
駄
地
内
を
中
心
だ
し
て

ド
-
...

四
方
に
降
下
し
等

陰

状
構
造
を
形
成
し
て
居
る
｡
従
っ
て
出
潮
置
域
も
贋
-
短
か
-
p
現
在
の
出
油
低
域
は
延
長

1

六

〇
〇
米
'
幅
の
最
も
焼
き
部
分
に
於
て
六

〇
〇
米
突
な
る
も
.
荷
は
延
長
.
幅
員
典
に
横
大
し
っ
ゞ
あ
る
｡
本
背

斜
は

11
時
は
北
方
に
向
ひ
沈
降
せ

る
も
再
び
隆
麗
し
濁
州
､
道
川
方

面
に
於
て
は
薯
し
き
隆
起
を
ニ
ホ
し

て
居
る
〇
封
之
､
南
方
は
旭
川
の

沖
積
地
に
没
す
る
を
以
て
明
白
を

敏
-
も
秋
田
市

の
北
端
附
鑑
に
於

て
断
層
に
切
断
さ
れ
て
居
る
や
う
で
あ
る
｡

地
質
は
第

1
問
に
衷
は
し
た
る
如
き
関
係
に
し
て
∵

j
れ
に
記
入
せ
る
地
表
線
以
上
は
本
油
田
置
域
に
露
出
L
P

其
の
以
下
は
坑
井
の
経
脇
に
由
,Jlた
る
も
の
で
あ
る
｡
即
ち
本
油
田
値
域
に
於
て
は
天
徳
寺
厨
以
上
が
露
出
し
て
居

る
わ
け
で
あ
る
｡
木
陰
城
に
於
け
る
地
異
}J
秋
E3
油
田
の

一
般
の
地
質
の
踊
係
だ
著
し
-
異
な
れ
る
鮎
は
枝
根
暦
が

本
区
域
に
於
て
尖
滅

し
ま
る
こ
と
～
､
舶
川
暦
中
に
石
英
粗
曹

石
の熔
流
に
由
る
岩
床
及
び
凝
次
岩
を
*
'見
す
る
な

.

不
納
地
併
邸
相
即

票
二

五

1



地

球

妨
九
位

第

九

批

毒

7

五
ご

ざ
で
あ
る
､
該
石
其
粗
面
岩
類
は
本
匿
域
の
中
央
部
に
於
で
地
表
よ
-
約
二
日
米
内
外
に
て
産
着
し
､
約
七
.
八
十

米
の
厚
さ
を
有
し
て
屠
る
｡

現
在
稼
行
中
の
石
油
は
鹿
川
暦
の
上
部
に
爽
去
る
ゝ
白
色
の
疑
次
貿
砂
岩
中
に
貯
溜
せ
る
も
の
に
し
て
､
岩
粒
問

の
峯
隙
に
淀
放
せ
る
普
通
の
型
式
の
も
の
で
あ
る
｡
食
油
骨
の
分
布
は
石
英
朝
市
岩
の
岩
床
に
由
-
上
下
に
分
か
た

れ
て
居
る
.
即
ち
石
英
粗
面
岩
床
以
上
に
存
在
す
る
も
の
は
本
油
旧
の
主
事
油
層
に
し
て
p
大
部
分
の
石
油
は
是
等

よ
ゎ
搾
取
さ
れ
て
居
る
｡
ポ
ー
メ
二
十
八
度
滞
皮
の
も
の
は
凡
て
是
等
の
油
層
か
ら
凍
る
も
の
で
あ
る
｡
石
英
規
面

岩
を
貫
通
し
成
功
せ
る
坑
井
は
兼

だ多
か
ら
す
従
っ
て
油
塵
も
多
-
な
い
｡
此
の
種
の
石
油
は
此
釆
韮
-
ポ
ー
メ
二

1
度
緯
度
の
も
の
で
あ
る
｡

附

金

照

寺

的

田

本
油
田
は
秋
田
市
の
東
南
隅
に
在
る
金
照
寺
山
な
る
丘
陵
の
兜
に
開
拓
さ
れ
た
る
P
未
だ
極
め
て
小
規
模
の
も
の

で
あ
る
｡
本
油
田
は
大
正
十
三
年
､
た
陵
地
に
露
出
せ
る
背
斜
構
造
を
日
揮
だ
し
試
掘
し
七
宵
五
十
米
に
て
油
層
に

蓬
肴
し
た
る
も
の
で
あ
る
｡

表
面
に
露
Ⅲ
せ
る
地
異
は
砂
岩
､
貢
岩
の
瓦
厨
の
暦
系
に
し
て
背
斜
の
頂
上
部
附
妃
に
は
石
英
粗
面
岩
質
の
基
塊

性
の
凝
奮

石
及
び
凝
磐

石
を
露
出
七
て
居
る
｡
此
の
互
暦
の
層
位
は
都
連
に
属
す
る
や
明
瞭
な
ら

ざ
る
も
.
怖
ら
-

桂
根
樹
の
上
方
に
相
皆
す
る
も
の
な
ら
ん
ビ
考

へ
ら
れ
る
｡
而
し
て
食
諏
厨
は
石
英
瓶
面
岩
質
の
耗
衣
岩
な
る
が
.

是

は
怖
ら
-
旭
川
油
田
の
地
下
に
発
見
す
る
石
基
鼎
面
岩
床
及
凝
灰
岩
に
相
常
す
る
も
の
な
ら
ん

,̂J
考

へ
て
居
る
O

d

道
川
油
田
附
濁
川
油
田
の
地
層
ハ及
銚
床



･
位
置
､
撒
革
及
産
額

道
川
油
田
は
旭
川
油
田
の
北
方
約

1
度
ー
奥
羽
亜
十
拍
輝
よ
り
北
米
約
二
旦
ー
苗
秋
田
郡

上
新
城
射
手
道
川
地
内
に
開
襟
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
る
｡
道
川
地
内
に
は
瓦
斯
及
び
石
油
の
搾
出
あ
り
で
着
き
時
代

に
手
裾
に
て
試
掘
せ
L
も
成
功
に
至
ら
や
遺
棄
さ
れ
た
ら
し
を
ー
大
正
四
年
頃
p
本
油
田
の
南
端
i1こ
試
掘
せ
し
上
組

堀
井
の
成
功
を
鋤
機
ビ
し
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
｡
大
正
七
年
頃
よ
-
噴
油
井
縛
出
し
'
大
正
九
年
春
頃
は
産
油

の
頂
上
に
し
て
日
産
千
五
官
岬
に
捜
し
た
｡
其
の
後
p
漸
減
を
辿
-
現
在
は
日
産
機
か
に
六
十
帽
伐
に
し
か
過
ぎ
L･i

い
有
様

で
あ
る
｡

油
質
は
ア
ス
'l
〝

ト
系
に
し
て
極
め
て
濃
霧
､
ポ

ー
メ
は
十
二
度
で
あ
る
O

亡

仇

h

尺
戊

｢

巨

1
-
ト
ー
L

地
質
及
鍍
床

道
川
油
田
の

背
斜
構
造
は
旭
川
油
日
の
項
に

簡
明
せ
L
如
-
旭
川
油
田
の
央

ビ
同

1
系
統
に
属
し
て
居
る
｡

唯
.
道
川
方
田
に
於
て
は
地
層

の
隆
起
も
開
裂
の
傾
斜
も
旭
川

万
両
に
比
較
し
て
大
で
あ
る
｡
背
斜
の
方
向
は
油
田
の
中
心
よ
り
以
浦
は
約
南
北
に
し
て
漸
次
南
に
向
ひ
沈
降
し
て

旭
川
背
斜
に
地
絡
L
p
中
心
よ
-
北
部
は
急
に
方
向
を
北
兼
に
鼻
じ
て
轡
曲
の
状
髪

ホ
し
結
局
､
断
暦
に
脅
し
て
紘

東

岸

で
屠
る
｡
出
油
置
域
を
背
斜
の
関
都
に
限
ら
れ
幅
員
狭
ま
-
最
旗
の
個
所
に
放
て
四
〇
〇
米
p
延
長
は

二

五
〇
〇
米
で
あ
る
.･'

石
油
地
引

聯桝
班

毒

1三

五
三



地

球

節
九
啓

解
式
淡

雪

四

五
四

地
質
の
鋼
係
は
蟹

面

に
柱
状
固
E
L
で
示
し
て
置
ゐ
る
､
地
表
線
望

風
味
は
征
衣
の
通

わ
で
あ
る

.
地
質
上
の

薯
し
き
特
徴
は
赴
状
暦
が
本
油
田
圃
域
に
於
て
は
全
然
凝
逢
せ
ざ
る
こ
ど
ゝ

P
今

一
つ
は
坑
井
に
於
て
抽
色
薙
次
岩

に
橡
期
よ
-
造
か
に
早
-
蓬
着
す
る
鮎
で
あ
る
0
此
の
液
色
産
衣
岩
に
就
て
は
地
貿
組
誰
の
項
に
詑
明
せ
る
迫

Jh
.

黒
色
貫
岩
並
に
硬
質
貢
岩
の
部
分
に
地
方
的
に
符
に
著
し
-
磯
逢
せ
る
も
の
だ
解
し
､
新
線
色
凝
灰
岩
暦
ビ
命
名
し

て
愚
い
た
も
の
で
あ
る
｡
而
し
て
此
の
凝
灰
岩
に
近
か
-
縫
質
の
貢
岩
が
屡

々
存
在
せ
る
こ
}J
も

1
股
の
成
層
状
態

ビ
趣
を
英
に
し
て
.居
る
｡
叉
､
本
油
田
の
就
貿
雷

石
は
他
の
何
様
な
踊
係
に
在
る
品
川
､
豊
川
油
田
の
未
等
ど
此
し

て
造
か
に
堅
敵
で
あ
る
｡

本
油
日
の
石
油
は
碓
質
督
岩
の
破
砕
に
由
て
成
生
た
る
櫨
隙
中
に
存
在
し
て
居
る
｡
そ
れ
故
､
激
し
-
噴
油
す
る

洗
非
に
凝
っ
て
は
盛
に
堅
硬
貢
岩
の
破
砕
せ
る
大
小
の
岩
塊
を
多
量
に
吹
き
出
し
た
例
が
少
な
-
な
い
.
期
の
如
き

石
油
の
貯
溜
所
は
騎
虎
尊
大
意
の
項
に
説
明
せ
し
如
-
二
次
的
蛋
隙

h
du
ced
.

p
en
in
g
で
あ
る
｡

而
し
て
此
の

如
き
蛋
隙
の
成
因
に
闘
し
て
は
前
に
も
説
明
せ
し
迫

-
､
此
政
的
盛
観
な
る
頁
岩

ビ此
政
的
柔
軟
な
る
雷
岩
ど
の
累

暦
が
赦
曲
的

願力
を
受
け
た
る
際
に
p
両
種
の
貢
岩
の
可
塑
性

P
tasticity

の
朝
遮
よ
･･O
堅
融
な
る
も
の
が
破
砕
さ

れ
た
る
も
の
ど
余
は
解
し
て
居
る
｡

附

濁

川

油

田

道
川
池
田
の
歯
軸
に
接
し
旭
川
柑
地
域
に
濁
川
油
田
が
開
拓
さ
れ
て
居
る
該
油
田
は
道
川
池
田
だ
同

7
背
斜
軸
上

に
塞

pc,て
嘘
を
按
す
る
故
､

一
見
.
道
川
油
田
の
延
長
の
如
き
も
金
然
異
な
る
鋸
尿
中
の
石
油
を
採
取
せ
る
燭
立
の

油
山川
で
あ
る
0



本
執
関
の
頻
尿
は
迫
川
の
-
の
ど
は
灸
-
類
を
異
に
し
鮎
川
厨
の
上
部
に
凝
達
せ
る
石
其
相
聞
岩
質
の
ぼ
き
凝
次

岩
中
に
浸
熟
せ
る
如
き
型
式
の
も
の
で
あ
る
0
而
し
て
該
凝
磐

石
の
磯
連
は
頗
る
部
分
的
の
も
の
に
し
て
本
油
田
附

淀
の
狭
少
な
る
低
域
に
限
ら
れ
て
居
る
や

う
で
あ
る
｡

本
油
m
附
近
に
は
石
油
の
溶
出
等
の
兆
候
多
-
育
-
よ
-
試
掘
さ
れ
た
る
も
通
普
な
る
置
域
に
人
ら
ざ
ら
し
食
め

捗
々
し
き
成
功
な

か
ら
し
が
､
大
正
十

1
年
頃
よ
･I
良
好
の
慣
城
に
入
-
相
骨
の
油
田
だ
な
っ
た
の
で
あ
る
｡
深
度

は
宵
米
突
内
外
Liこ
し
て
､
良
好
な
る
坑
井
は
雪

六
十
頓
の
噴
油
を
見
る
如
き
状
憩
LJ
る
を
以
て
柿
に
見
る
有
利
な

る
油
田
で
あ
る
｡
大
正
十
三
年
頃
は
産
油
の
頂
鮎
に
し
て
日
産
四
官
柘
に
達
せ
L
が
近
衆
は
珊
々
減
退
し
て
日
産
三

仔
噸
内
外
で
あ
る
｡

油
贋
は
旭
川
油
の
も
の
hjJ
系
統
を
同
じ
う
し
ポ
ー
メ
は
二

l
度
に
し
て
旭
川
の
低
皮
の
も
の
ビ
同
様
で
あ
る
｡

恥

黒
川
油
田
の
地
質
及
鋸
床

,
位
置
p
泊
等
及
産
額

黒
川
油
田
は
秋
田
市
の
北
方
四
盈
'
奥
羽
歌
追
分
曙
の
北
壁

壷

に
営

む
､
地
籍
は
甫
秋

カ
ナ
ア
シ

ァプ

E=1
郡
金
足
村
字
娯
川
及
他
罪

射
手

虻

川
に
跨
が
っ
て
屠
る
｡
黒
川
地
内
に
は
育
-
よ
-
黒
色
濃
重
の
石
油
の
穆
出
磯

兄
さ
れ
､
黒
川
の
地
名
も
足
れ
に
囚
由
す
呈
試
は
る
｡
早
き
頃
､
手
掘
に
で
試
掘
せ
し
人
あ
-
L
も
保
圧
足
ら

ざ
る

故
成
功
に
至
ら
な
か
っ
た
｡
大
正
元
年
九
月
に
於
け
る
日
本
石
油
骨
牡
の
網
式
第

一
淡
井
の
成
功
が
本
油
田
成
立
の

紀
元
で
あ
る
0
其
の
後
'
大
正
三
年
五
月
廿
六
日
･
同
和
の

ロ
ー
タ
リ

式
筋
玉
髄
非
が

一
日
､

〓
=1
咽
以
上
の
噴
油

を
な
し
本
邦
空

肌
の
ri(
油
田
だ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
○
近
時
は
坑
井
既
に
騎
床
各
部
に
行
き
渡
り
殆
ど
余
地
を
残
さ

ざ
る
有
様
に
嘉

油
も
大
に
蓑

へ
口
産
僅
か
に
四
首
相
に
過
ぎ
ず
､
茄
修
誓

還

雄
の
末
路
の
観
が
あ
る
｡

‥;

･･･.～.;
挙

･ト
=:
.

.I

.
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:=

.I.
'･:.



地

球

節
九
怨

解
式

雄

志

:･f

五
六

因
に
本
油
田
地
方
は
明
治
三
十
五
年
も
仙旋
商
務
省
の
油
田
調
査
第
二
匡

b,)し
て
伊
大
技
師
(
現
帝
大
教
授
)
に
由
で

調
査
さ
れ
､
本
油
田
置
域
は
理
想
駒
の
背
斜
構
造
ど
し
て
凝
衷
さ
れ
た
る
も
､
前
記
の
如
-
日
本
石
油
禽

社
の
試
掘

開
始
迄
約
十
年
間
着
手
さ
れ
ざ
･iL
L
は
'
今
日
よ
-
考
ふ
れ
ば
蔵
に
面
白
い
現
象
で
計
る
｡

油
質
は
ア
ス
.バ
ル

ト
系
に
し
て
ポ
ー
メ
は
十
九
度
で
あ
る
｡

ア
ン
ナ
ク
リ
ナ
ル
･
ド
ー
ム

地
質
及
鋳
床

本
油
田
の
構
造
は
深
川
肘
地
内
軒
丹
心
ビ
し
て
隆
適
せ
る

一大
背

斜

的

喝

置

で

か
る
｡
出
師
描
線

は
隆
起
の
中
心
の
み
に
し
て
延
長
南
北
に
三
p
耳
o
o
米
p
棺
は
最
焼
却
分
に
於
て

二

一
〇
〇
米
に
達
し
･
本
邦

だ
し
て
は
最
も
旗
大
の
鋸
床
で
あ
る
｡

凡
尽

地
贋
の
踊
係
は
第
三
園
に
柱
状
聞
}J

L
で
示
し
起
き
た
る
が
桂
根
層
の
敏
除

及
び
新
棟
色
凝
友
岩
の
著
し
-
登
壇
せ

る
鮎
は
粂
-
道
川
油
田
に
類
似
し
て
居

る
｡
油
田
の
中
心
即
ち
甥
陰
の
核
心
部

分
に
は
天
徳
寺
暦
を
露
地
L
t
粧
阿
暦
は
其
の
外
周
を
包
囲
し
て
居
る
ノ
本
油
田
匿
域
に
於
け
る
天
徳
等
厨
は
砂
貿

な
れ
推
p
精
々
濃
灰
色
を
帯
び
恰
も
某
色
貫
岩
の
如
き
軌
を
皐
し
て
屠
る

地
下
に
於
て
は
天
徳
幕
僚
ビ
触
川
暦
と

の
境
界
は
判
定
し
得
な
い
｡
或
は
次
に
記
述
す
る
如
-
新
線
色
凝
衣
岩

に早
-
産
着
す
る
鮎
よ
-
見
れ
ば
舶
川
暦
の

磯
蓮
は
頗
る
僅
少
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
｡
新
株
色
凝
衣
岩
は
本
抽
出
の
中
心
部
分
に
於
て
は
地
表
よ
-
四
五
〇
米
内

外
に
て
蓬
肴
す
る
｡
次
に
中
心
部
分
に
於
で
は
地
表
よ

1
-
約
二
〇
C
,来
内
外
に
で
誹
仰き
政
異
質
岩
桝
現
し
水
化
-
JP



i-L

ソ

･t%

イ

シ

下
部
に
向
ひ
其
の
最
を
均

し
て
屠
る
｡
此
の
概
貿
貫
碧
を
本
納
机
に
於
で

は

狐

石

だ

栴
し
て
屠
る
｡
此
の
狐
宥
即
ち

硬
質
菖

石
は
概
し
て
薄
層
に
し
て
其
の
畳
も
多
か
ら
す
昼
且
状
な
る
,fJ
且
っ
は
道
川
油
田
の
夫
れ
の
如
-
豊
根
な
ら

ざ
庵
を
以
て
ロ
ー
タ
リ
ー
式
に
で
も
掘
竪
す
る
こ
Ĵ,J
が
出
来
る
｡
又
､
此
の
弧
石
に
も
柾
贋
の
外
に
石
衣
質
の
も
の

も
少
な
-
L･{
い
.

主
事
な
る
石
柵
の
貯
溜
所
は
道
川
油
汗1
ビ
同
じ
-
堅
政
貰
岩
の
破
砕
に
由
る
堅

完

的
容
隙
で
あ
る
｡

此
の
峯
際

の
成
因
は
道
川
油
田
の
際
の
説
明
だ
同
様
で
あ
る
｡
而
し
て
最
も
需
要
な
る
貯
溜
朗
は
純
色
凍
害

晋

雷

雷

の
境

界
附
近
に
成
塗
さ
れ
た
る
卒
院
で
あ
る
｡
貯
留
所
に
由
て
は
破
砕
せ
る
大
豆
大
叉
は
指
頭
大
の
柾
貿
貢
岩
が
無
数
に

排
出
さ
る
ゝ
こ
}J
も
あ
る
｡

上
部
に
位
す
る
油
層
中
に
は
二
次
的
容
隙
の
も
の
r以
外
に
凝
衣
裳
砂
岩
中
に
浸
馳
せ
る
も
の
も
あ
る
｡
本
油
田
に

〟
.I,ブ
ン

で
岩
粉
だ
栴
せ
ら
る
､
地
層
は
微
粒
の
揮
石
質

の砂
岩
で
あ
る
｡
然
か
し
是
等
の
油
層
は
決
し
て
敦
婁
な
も
の
で
は

な
い
｡
此
の
外
･
新
紘
色
就
怒

石
の
頭
部
に
石
恥
の
集
積
せ
る
こ

とあ
り
,戒

の
如
き
は
明
か
に
第

妄

的
の
も
の
だ

す

べ
き
で
あ
る
｡
而
し
て
此
の
場
倉
'
溌
奮

石
は
地
表
に
於
け
る
岩
石
の
風
化
面
の
如
-
膳
蝕
さ
れ
た
る
如
き
観
を

ムシバ

毒
し
て
屠
る
こ
亡
が
多

い
｡
期
の
如
き
凝
奮

雷

本
的
附
に
て
は

断

歯

だ
栴
し
て
居
る
｡
期
の
如
､ぎ
現
象
は
凝
磐

石

の
頭
部
が

蒜

浅
水
に
償
か
れ
或
は
峯
中
に
晒
さ
れ
た
る
薦
め
の
結
基
に
非
ら

ざ
る
か
ビ
余
は
考

へ
て
屠
る
.
何
れ

に
し
て
も
旋
悉

雷

頭
部
即
ち
表
面
が
疎
鮭
ど
な
-
た
る
個
所
に
石
油
の
隊
塊
を
見
て
居
る
わ
け
で
あ
る
.
佃

は
本

イツスイ

シ
ン
ルイ
ヰ
ド

油
田
に
は
掘
濫
用
の
水
の
地
下
通
人
即
ち
逸
水
及
び
二
井
乃
至
敗
井

S
石
淋
及
水
が
自
由
に
辿
絡
せ
る
親
妹

壁

戸
の

現
象
が
他
の
油
悶
ま
わ
も
多
-
且
つ
著
し
い
0
こ
れ
は
貯
溜
所
が
第
二
次
的
の
基
隙
に
し
て
酢
水
の
通
過
が
開
放
柄

前
納
地
斑
撰
概
要

毒

五
七



地

球

第
九
怨

解
五
紙

竜

八

五
八

O
p
en
a
n
d

fl

ee
な
る
こ
}J
が
多
い
薦
め
で
あ
る
｡

臥

亜
州
油
E=
の
地
質
及
鋸
床

位
置
､
泊
畢
及
産
額

本
油
田
は
餓
川
油
田
の
讐

星
､
該
油
田
だ
卒
行
L
で
登
逢
せ
る
も
の
に
し
て
､
奥
羽
線

大
久
保
降
の
来
二
十
町
p
地
絡
は
南
秋
田
郡
豊
川
村
で
あ
る
｡

本
油
朋
置
域
内
に
は
浪
韮
な
る
石
油
の
惨
出
に
多
食

の
ア
三

で

の
焼
成
存
在
す
る
等
'
酵
し
き
石
油
の
兆
膜
が
聴
見
さ
れ
で
居
っ
た
｡

ア

ス

ハ
ル

ト
に
摘
し
て
は
現

･'･･･,
(.J
:
+u

:'･
1
･J
;･,A

"
･
･
･J
9

･:,･
～
:
I
;
･
･
.
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.･
:･
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･J

iZ
･･
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L

:･;
J

T
:

!

･S

(llTfy

W

治
四
十
年
､
中
外
ア
ヌ
,,
ル
ー
令
祉
設
立

さ

れ
大
正
三
年
頃
迄
走
れ
が
採
掘
に
従
事
し
た
｡
石
油
に
踊
し
て
は
明
治



四
十
五
年
よ
り
前
記
の
ア
ス
ハ
ル
ト
骨
配
が
試
掘
を
開
始
し
少
量
の
石
油
を
押
て
居

っ
た
｡
然
か
れ
錐
､
異
の
油
閏

だ
し
て
の
成
功
は
大
正
六
年
以
後
で
あ
る
｡
産
油
の
頂
鮎
は
大
正
十
年
九
月
に
し
て
日
産

二

五

〇
〇
昭
に
逢
し
た

其
の
後
は
漸
減
を
辿
り
現
在
は
日
産
五
首
噂
で
あ
る
｡

浦
賀
は
ア
ス
ハ
ル
ト
系
に
し
て
ポ
ー
メ
は

一
五
度
で
あ
る
.

軌
貿
及
鑓
鹿

本
油
田
の
構
造
は

一
般
の
油
附
だ
は
大
に
趣
凄
典
に
し
.
数
億
の
東
差
断
層
に
由
り
切
断
さ
れ
た
る

陸
塊
中
に
騎
床
成
生
せ
る
如
き
極
め
で
特
殊
の
も
の
で
あ
る
0
太
腹
の
構
造
は
北
四
〇
度
兼
の

一
般
暦
向
を
有
し
北

西
よ
り
南
光
に
傾
斜
す
る
地
層
が
激
憤
の
大
略
暦
向
に

一
致
す
る
断
層
及
び
こ
れ

だ直
向
の
方
向
の
断
層
に
切
断
さ

れ
て
屠
る
｡
而
し
て
是
等
の
断
層
は
凡
て
駆
迫
の
結
果
に
由
-
生
じ
た
る
も
の
ど
余
は
解
し
て
居
る
｡
現
在
の
出
油

慣
域
は
二
相
の
陸
塊
で
あ
る
∪

西
方
に
在
る
を
塩
川
陸
塊
､
兼
に
在
る
を
浦
山
陸
塊
だ
命
名
し
て
居
る
.
豊
川
陸
塊

に
在
る
油
川
の
部
分
が
豊
川
抽
出
の
主
膿
に
し
て
.
浦
山
陸
魂
に
在
る
部
分
は
所
謂
浦
山
油
田
商
域
で
あ
る
｡
そ
れ

放
下
豊
川
油
田
は
外
観
上
同

一
錬
床
に
鷹
す
る
如
き
も
賓
は
相
接
す
る
二
個
の
鋸
床
よ
り
成
立
せ
る
も
の
で
あ
る
.

(
第
四
同
塵
照
)髄
床
既
に
期
の
如
-
な
る
を
以
て
揖
油
慣
域
は
略
ぼ
長
方
形
に
し
て
暦
向
に
沿
ひ
二
'
七

〇
〇
米
'

傾
斜
の
方
向
に

二

七

〇
〇
米
の
頗
き
に
連
し
て
居
る
｡
而
し
て
其
の
大
部
分
は
盟
川
池
田
園
域
に
し
て
浦
山
慣
城

は
兼
南
部
に
幅
四
〇
〇
米
p
延
長
二
､

0
0
0
米
に
過
ぎ
L･i,い
｡
又
､
浦
山
霞
城
,1J
豊
川
置
域
法
の
間
に
は
幅
約
二

〇
〇
兼
敏
の
出
油
せ
ざ
る
地
帯
が
塊
こ
さ
れ
て
在
る
｡

石
油
の
貯
溜
朗
は
繭
に
詑
越
せ
し
黒
川
油
田
の
主
要
油
骨
並
に
道
川
油
田
の
夫
等
ビ
同
感

に
此
駿
的
枇
質
の
貫
岩

}J
比
較
的
欣
柔
な
る
地
層
ど
の
果
樹
が
激
し
き
魔
綿
を
受
け
た
る
結
濃
､
硬
質
貫
岩
が
破
砕
さ
れ
珪
じ
た
る
第
二
次

石
油
地
鮮
弊
紙
公

表
九

五
九



地

珠

第

九

笹

節

記

班

宍

O

六

〇

的
の
峯
隙
で
あ
る
｡

唯
､
前
二
者
の
場
合
は
雛
曲
の
際
に
破
挿
し
た
る
滝
の
な
る
ち
.
本
油
刑
の
場
令
は
陸
塊
に
分

離
す
る
場
各
に
破
砕
し
た
る
も
の
ど
余
は
解

し
て
居
る
｡
而
し
て
地
暦
の
状
態
針
詳
細
に
槍
す
る
に
陸
塊
坤
に
於
て

地
層
は
斑
に
撹
曲
さ
れ
盛
に
波
状
を
量
せ
る
智
知
る
｡

本
油
田
慣
域
に
露
出
す
る
地
歴
は
大
部
分
冊
州
暦
及
び
天
徳
寺
暦
の
み
Ll
る
を
以
て
詳
細
な
る
関
係
の
こ
ど
は
知

-
難
き
も
大
磯
､
黒
川
油
田
の
夫
等

空間
蔵
だ
見
て
差
し
支
え
な
い
E
は
ふ
｡
嘱
.
地
下
に
於
け
る
新
銀
色
凝
衣
岩

は
坑
井
の
成
積
よ

-
考
ふ
れ
ば
黒
川
油
刑
よ

-
西
方
に
趣
-
に
捉
ひ
漸
次
装
激
し
行
-
早
-
で
あ
る
｡
其
の
大
磯
の

閥
係
は
第
四
園
の
豊
川
､
鵜
川
爾
油
刑
を
横
断
せ
る
断
面
園
に
示
せ
る
如
き
も
6M
JJ
離
し
て
屠
る
｡
本
油
田
に
於
で

ガ
ン
ユ
サイ
ガ
ン

は
油
層
に
在
る
破
砕
さ
れ
た
る
洗
貿
貫
岩
を

禽

油

砕

盟

ー
俗
に
ザ
ク
ビ
耕
し
て
居
る
｡
比
の
骨
油
揮
岩
な
る
名
箱
は

大
正
六
p
七
年
頃
よ
-
用
ゐ
ら
れ
初
め
た
る
が
､
何
人
の
命
名
に
由
る
も
の
な
る
か
不
明
な
れ
rJM
も
'
本
油
田
の
鋸

床
に
逮
各
せ
る
誠
に
両
白
き
名
租
で
あ
る
｡

摘

録

0
嬉
腐
敗
次

南
滞
洲
の
寒
武
制
空
系
及
奥
陶
系
(耐
油
洲

工
数
連
セ
〝
裟
武

利
磁
軸
及
ビ
塊
附
紀
二
就
き
丁
(鴇
報

)満
洲

教
育

等
日
興
佼
研

究
報
告
第
三
時

式
数
九
八

昭
和
三
年
)

串
柿
は
邪
教
の
大
正
十
三
年
以
水
四
倍
年
間
に
於
げ
ろ
介
州
'
励
磁

滞
盈
太
子
河
三
郎
機
の
納
誰
研
究
の
約
兆
か
窮
め
た
も
の
で
め
ろ
｡
各

囲
域
の
厨
序
及
分
布
は
節
u
1項
の
地
質
各
論
に
於
て
述
べ
て
あ
る
が
'

第
二
萌
の
地
質
拙
論
の

T
･3
A
J
J
･･
に
捕
蝕
す
る
0
鵬
洲
に
於
け
る
原

生
林
は
明
か
な
不
拡
令

(
と
群
坊
は
云
ふ
け
れ
ど
も
各
論
中
に
別
か
な

米
松
の
不
解
合
の
記
都
は

T
つ
も
花
も

共
は
il
i轟

に
述
べ
る
滑
啓

批
前
祝
い+.(
小竹
以
て
不
姑
息
と
す
る
瀦
肴
の
試
論
の
上
か
ら
ま
っ
た
も
の

で
あ
る
)
に
よ
っ
て
上
下
の
二
部
に
分
た
れ
る
｡
脱
盤
外
下
部
は
板
状

縦
･=有
似
非
珊
…包
枚
批
石
氷
山k
及
片
山打
数
か
ら
成
っ
て
始
改
代
の
ル
戚
山村

系
か
不
粘
山谷
に
微
視
す
る
｡
原
生
鼎
上
部
は
大
型
鵬
怨
批
石
次
砦
､
菰

紫
色
耗
封
封
･=石
､
小
鞘
.-5
番

牧
石
故
山村
､
伽
祁色
経
常
双
対
､
泡
次
溶
質


